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【公表番号】特表2009-505316(P2009-505316A)
【公表日】平成21年2月5日(2009.2.5)
【年通号数】公開・登録公報2009-005
【出願番号】特願2008-526460(P2008-526460)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５１２Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｂ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｇ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７４Ｈ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５３６Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５２０Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年1月13日(2009.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テープ記憶システムにおいて縦方向位置（ＬＰＯＳ）ワードにエラー訂正能力を提供す
る方法であって、前記方法は、
　複数の偶数ＬＰＯＳワードと複数の奇数ＬＰＯＳワードとを介してデータを符号化する
ことと、
　前記符号化されたデータを、
　　　　前記ＬＰＯＳワードの各々について複数のシンドローム・ビットを生成し、
　　　　前記ＬＰＯＳワードのうちの１つの中にエラーがあるか無いかをそれに対応する
シンドローム・ビットに基づいて判定することによって復号することと、
　を含む、前記方法。
【請求項２】
　前記偶数ＬＰＯＳワードのうちの１つは
　　　Ｓｙ，Ｌ０，Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｘ，Ｙ，Ｔｘ
を含み、前記奇数ＬＰＯＳワードのうちの１つは
　　　Ｓｙ，Ｌ０，Ｌ１，Ｌ４，Ｌ５，Ｘ，Ｙ，Ｔｘ
を含み、
ここで　Ｓｙはワード同期マークであり、
　　　　Ｌ０は縦方向位置における最下位シンボルであり、
　　　　Ｌ１は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ２は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ３は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ４は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ５は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｔｘはテープ製造者情報のシンボルであり、
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　　　　Ｘ，Ｙは次の８ビット：ａ，ｂ，ｃ，１，ｄ，ｅ，ｆ，１として符号化されたラ
ンレングス・リミテッド（ＲＬＬ）制限エラー訂正コードであり、ここでａ，ｂ，ｃ，ｄ
，ｅ，及びｆは短縮拡張ハミング・コードに関連付けられた６個のパリティ・ビットであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が０又は１に等しければ前
記１つのＬＰＯＳワードにエラーは無いと結論することを更に含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が３に等しければ前記１つ
のＬＰＯＳワードに１ビットのエラーがあると結論することを更に含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が２，４，５又は６に等し
ければ前記１つのＬＰＯＳワードに１ビットより多いエラーがあると結論することを更に
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　縦方向位置（ＬＰＯＳ）ワードのためにエラー訂正能力を有するテープ記憶システムで
あって、前記テープ記憶システムは、
　複数の偶数ＬＰＯＳワード及び複数の奇数ＬＰＯＳワードを介してデータを符号化する
ための手段と、
　前記符号化されたデータを復号するための手段とを含んでおり、前記復号手段は、
　　　　前記ＬＰＯＳワードの各々について複数のシンドローム・ビットを生成するため
の手段と、
　　　　前記ＬＰＯＳワードのうちの１つの中にエラーがあるか無いかを、それに対応す
るシンドローム・ビットに基づいて判定するための手段と、
　を含む、前記テープ記憶システム。
【請求項７】
　前記偶数ＬＰＯＳワードのうちの１つは
　　　Ｓｙ，Ｌ０，Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３，Ｘ，Ｙ，Ｔｘ
を含み、前記奇数ＬＰＯＳワードのうちの１つは
　　　Ｓｙ，Ｌ０，Ｌ１，Ｌ４，Ｌ５，Ｘ，Ｙ，Ｔｘ
を含み、
ここで　Ｓｙはワード同期マークであり、
　　　　Ｌ０は縦方向位置における最下位シンボルであり、
　　　　Ｌ１は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ２は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ３は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ４は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｌ５は縦方向位置における次の上位シンボルであり、
　　　　Ｔｘはテープ製造者情報のシンボルであり、
　　　　Ｘ，Ｙは次の８ビット：ａ，ｂ，ｃ，１，ｄ，ｅ，ｆ，１として符号化されたラ
ンレングス・リミテッド（ＲＬＬ）制限エラー訂正コードであり、ここでａ，ｂ，ｃ，ｄ
，ｅ，及びｆは短縮拡張ハミング・コードに関連付けられた６個のパリティ・ビットであ
る、請求項６に記載のテープ記憶システム。
【請求項８】
　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が０又は１に等しければ前
記１つのＬＰＯＳワードにエラーは無いと結論するための手段を更に含む、請求項６に記
載のテープ記憶システム。
【請求項９】
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　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が３に等しければ前記１つ
のＬＰＯＳワードに１ビットのエラーがあると結論するための手段を更に含む、請求項６
に記載のテープ記憶システム。
【請求項１０】
　もし前記１つのＬＰＯＳワードのシンドローム・ビット合計が２，４，５又は６に等し
ければ前記１つのＬＰＯＳワードに１ビットより多いエラーがあると結論するための手段
を更に含む、請求項６に記載のテープ記憶システム。
【請求項１１】
　縦方向位置（ＬＰＯＳ）ワードにエラー訂正能力を提供するためにテープ記憶システム
を、
　複数の偶数ＬＰＯＳワード及び複数の奇数ＬＰＯＳワードを介してデータを符号化する
ためのプログラム・コード手段、
　前記符号化されたデータを復号するためのプログラム・コード手段とを含み、前記復号
するためのプログラム・コード手段は、
　　　　　前記ＬＰＯＳワードの各々について複数のシンドローム・ビットを生成するた
めの手段、
　　　　前記ＬＰＯＳワードのうちの１つの中にエラーがあるか無いかを、それに対応す
るシンドローム・ビットに基づいて判定するための手段、
　として機能させるコンピュータ・プログラム。
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